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戸
籍
の
電
算
化
っ
て　

    

ど
う
い
う
こ
と
？

町
で
は
戸
籍
事
務
を
よ
り
早
く
正
確
に
行
う
た

め
、
11
月
２
日
よ
り
戸
籍
の
電
算
化
を
行
い
ま

す
。
今
回
は
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

                  

籍
の
電
算
化
が　

　

始
ま
り
ま
す
。

                  

戸

　
現
在
の
戸
籍
は
紙
の
縦
書
き
で
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
電
算
化
に
よ

り
本
籍
、
筆
頭
者
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
父
母
の
氏
名
、
続
柄
、
出
生
事

項
、
婚
姻
事
項
、
養
子
縁
組
事
項
な

ど
が
項
目
ご
と
に
横
書
き
で
記
載
さ

れ
ま
す
。

　
戸
籍
・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
が
す

べ
て
デ
ー
タ
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
謄
本
や
抄
本
が
短
時
間
で
発
行

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
よ
り
、
お
待
た
せ
す
る
時
間

が
短
く
な
り
ま
す
。

  

現
在
の
戸
籍
で
死
亡
し
た
り
、
結

婚
し
て
除
籍
に
な
っ
た
方
は
電
算
化

戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
そ

の
方
の
分
が
必
要
な
場
合
は
、
平
成

改
製
原
戸
籍
に
記
載
さ
れ
た
も
の
を

発
行
し
ま
す
。　

 

住
所
の
表
示
が

　
　
　
　

  

変
わ
り
ま
す

い
な
が
ら
正
確
な
戸
籍
デ
ー
タ
を
登

録
す
る
た
め
、
誤
字
や
書
き
癖
で
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
正
し
い
文
字

に
し
、
記
載
内
容
に
疑
義
が
あ
る
場

合
は
法
務
局
や
本
籍
地
に
照
会
し
、

正
し
い
内
容
に
し
て
登
録
さ
れ
ま

す
。

　
特
に
、
文
字
は
長
い
間
手
書
き
で

記
載
さ
れ
て
き
た
た
め
、
書
き
癖
や

略
字
、
誤
字
を
使
用
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
氏
名
の
文
字
は
正
字

あ
る
い
は
俗
字
に
改
め
て
記
録
し
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
方
に
は
確
認
の

た
め
、
担
当
よ
り
照
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
何
卒
ご
協
力
と
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現在の戸籍謄本

電算化後の
全部事項証明

 

正
確
な
デ
ー
タ
を

　
　
　

 

登
録
し
ま
す

　
戸
籍
を
電
算
化
す
る
に
あ
た
り
、

文
字
や
記
載
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

　
本
籍
な
ど
の
地
番
表
示
の
「
の
」

が
付
い
て
い
る
場
合
は
省
略
さ
れ
ま

す
。

（
例
）

  

鶴
田
町
大
字
鶴
田
字

　
　
　
　
早
瀬
２
０
０
番
地
の
１

 　

         

←

  

鶴
田
町
大
字
鶴
田
字

　
　
　
　
早
瀬
２
０
０
番
地
１

■
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
く
ら
し
の
窓
口
班

（
内
線
１
５
３
、１
５
４
）
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酢
ス

チューベンドリンク酢
す

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
落
語
講
演
会
」

●
講
師 

　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
落
語
家　

　
　
　
　
　
　
三
遊
亭
亜
郎
さ
ん

　　

西
北
男
女
共
同
参
画
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。

　

劇
団
四
季
出
身
の
落
語
家
、
三

遊
亭
亜
郎
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
を
深

め
る
た
め
の
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

講
演
会
で
す
。

●
日
時　

　
９
月
23
日
（
月
・
祝
）　

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

●
場
所 

　
エ
ル
ム
の
街　
２
階
エ
ル
ム
ホ
ー
ル

　
（
五
所
川
原
市
大
字
唐
笠
柳
藤
巻　

　
５
１
７
ー
１
）

　

講
演
会
の
ほ
か
に
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
バ
ル
ー
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
転
倒
予
防
体
操
、
ご
当
地

食
べ
も
の
コ
ー
ナ
ー
や
地
場
産
品
・

加
工
品
販
売
会
な
ど
も
開
催
。

　

西
北
地
域
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
大

集
合
！（
つ
る
り
ん
も
参
加
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
ＴＥＬ 

０
１
７
ー
７
３
２
ー
１
０
８
５

 

西
北
男
女
共
同
参
画　

 

ま
つ
り
in
五
所
川
原

  スチューベンをふんだんに使った飲むぶどう酢

　町ではスチューベンの消費拡大と６次産業化の推進、栽
培農家の所得向上を目的に、新たな加工品の開発を目指し
ていました。この度、その思いが実現し、五所川原農林高
等学校とカネショウ株式会社の協力のもとでスチューベン
をふんだんに使ったぶどう酢飲料「酢

ス
チューベンドリンク

酢
す

」が完成しました。
　８月７日（水）、完成の記者発表が役場庁舎で行われ、中
野町長と、五所川原農林高等学校食品科学科の館山昭廣主
任と生徒の山口遙さん、對馬裕さん、大橋侑依さん、カネ
ショウ株式会社の櫛引利貞代表取締役社長が出席しました。
　本飲料は、スチューベンの酢を作りたいと以前から考え
ていたカネショウがワイン酵母を使って醸造したスチュー
ベンの酢を原料に、食品科学科の生徒が味付けを行いまし

た。「若い人たちにも飲んでもらいたい」という
コンセプトで取り組んだ味付けは、スチューベ
ンのストレートジュースとスチューベン酢、麦
芽糖の微妙な調合を繰り返し、試飲をひたすら
行うという苦労の連続だったそうです。　
　その結果、程よい酸味とスチューベンの風味
と甘さという、それぞれの特徴を生かした飲料
が完成しました。パッケージの原画をデザイン
した生徒の大橋さんは「何度も試行錯誤して完
成したので嬉しいです」と喜びを述べ、櫛引社
長も「酢という感覚がないほど飲みやすい」と
太鼓判を押していました。
　スチューベンをふんだんに使った「酢

ス
チュー

ベンドリンク酢
す

」は手軽に飲めるパウチパック
入りで内容量が130ｇ、販売価格は税込みで
170円。８月12日から、道の駅つるた「鶴の里
あるじゃ」と、津軽鉄道津軽五所川原駅舎内の
売店「五農農業会社」において販売されています。

△８月12日から発売となった「酢チューベンドリンク酢」

△完成した製品を手にもつ食品科学科の生徒、カネショウ社長ら関係者

完成！！
　試行錯誤の末に完成した
　　　　 「酢チューベンドリンク酢」


